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谷山の「コミュニティプラン策定」に協力
国際文化学科　内山ゼミ
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　国際文化学科の内山仁准教授（教育学）のゼミは、地
元の「谷山ふるさとコミュニティ協議会」と連携しており、
昨年度は同協議会に設置された「ユースミーティング谷
山」で、鹿児島情報高等学校の生徒と一緒に地域活性化
策を検討しました。
　その活動を踏まえ、同協議会の「第 2 期谷山ふるさと
コミュニティプラン」の策定事業に携わりました。この
プランは、谷山校区に暮らす人々が今の時代にふさわし
い暮らしやすさを実現するために、2026 年までの 5 年間
に目指す街づくりをまとめたものです。

　このほど完成した広報用パンフレットには、ユースか
らの提案として、内山ゼミ生 4 名の意見が掲載されまし
た。それぞれの立場で感じていることや提案している内
容が、地元の方々へも大変好評のようです。
　内山ゼミでは、今後も同協議会と連携した活動を行っ
ていく予定です。

　国際文化学部の内山仁准教授 ( 教育学 ) とゼミ生 (2
年生 3名、3年生 12 名 ) が、5月 29 日に南薩少年自然
の家（南さつま市金峰町）で開催されたヤングメイツセ
ミナーに参加しました。
　ヤングメイツセミナーは、体験活動の重要性を理解し、
子どもたちとの関わり方や活動支援スタッフの役割に
ついて学ぶ機会になっています。参加者の中には高校
生もいて、お互いを名前で呼び合いながら、協力して
活動することができました。
　午前中は野外炊飯でカレーを作り、自分たちで役割
分担をして助け合って料理を作ることはもちろん、子
どもたちがどのような行動をするかを考えながら取り
組みました。

　午後からはレクリエーションを行い、昼食後で疲れが見
え始める時間帯に体を動かす事で、モチベーションをあ
げて雰囲気を良くする働きがあることが分かりました。
　最後の流木を使った飾り物の制作では、子どもたち
が実際に制作する際にどのような危険があるのかを想
定しながら作りました。職員の方々の対応を拝見する
と、学生や生徒のモチベーションを上げる関わりや声の
大きさの調整、そして個々に対して質問をしていくと
いった対応をされていることに気付きました。
　1 日のスケジュールを終えるとボランティア参加の修了
証を貰うことができ、学ぶことの多い内容でした。また、
機会があれば参加したいと思います。
　文：地福夢那（国際文化学科 3年），片平康太（同）

自然体験活動に
必要な支援を学ぶ

「ユースからの提案」を裏面に掲載
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▼谷山ふるさとコミュニティ協議会制作の
　「第 2 期谷山ふるさとコミュニティプラン」
　のパンフレットより抜粋
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